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 世界約 35カ国で勝ち続けた！
　　世界に通用する人間関係のルール
　この本のオリジナル版『デカい態度で渡り合え！』
は、私にビジネスマンとしてのすべてを叩き込んでく
れた恩師である近藤藤太氏が 2003 年に出版したもの
です。
　近藤氏はこの本の中で、「日本人はいくら英語を学
んでも世界では通用しない」と主張しています。
　あれから８年の年月がたち、グローバル化はますま
す進んでいます。最近では大企業が「英語公用語化」
や「TOEIC受験義務化」など英語力強化に動き出し
ました。
　しかし、相変わらず日本人は、世界の人々に軽んじ
られています。
　一体、何が問題なのでしょう？
　その理由を近藤氏は、いくら英語を話せても、日本
人は、コミュニケーションにおいて一番重要なことを
知らないからだと言います。
　“ 一番重要なこと ” とは、一体何だと思いますか？

 これからの日本で生き残るために
　　必要な力とは？
　近藤氏は、私の尊敬する師匠の１人です。豪快で、
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元気で、明るい近藤先生には、ビジネスのみならず、
人の生き方を教わりました。
　私が 41 歳のとき、外資系の会社の社長を突然解任
されました。近藤氏の会社にそのことを報告に行き、

「先生、このたび会社をクビになりました」と言った
ところ、「箱田君、会社をクビになったのではない。
あなたが会社をクビにしてやった、と言いなさい」と
叱られました。
　また、先生の誕生日を祝う会をヒルトンホテルで行っ
たときのことです。私が「近藤先生、100 歳までがん
ばってください」と言うと、「箱田君、100 歳までと限
定するな！」と怒られてしまいました。近藤氏は、こ
のように実に明るく、楽しく、元気な師匠でした。

 全人類共通のたった１つの
　 “人間の本性”とは？
　近藤氏は、人生の過半を欧米人とかかわりながら生き、
　・若くして海外で貿易会社を起こし成功
　・“ 国際トラブルシューター ” として約 35 カ国で

活躍
　・約１万人の海外要員をトレーニング
　・岸信介元総理関係の調整役
　などをこなし、日本に限らず世界各国で活躍しました。
　“ 国際トラブルシューター ” ってどんな仕事なのだ
ろう？　と思った人もいるかもしれませんね。
　これは、たとえば企業幹部や国会議員がクレームや
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スキャンダルで脅かされた場合に、火消し役となって
世界各国の相手方と交渉する非常にタフな仕事です。
相手ももちろん交渉のプロ。「猛者」です。
　近藤氏は、日立製作所を罠

わな

に掛けた IBM のスパイ
事件の真相を暴いたり、ニューヨークの超一流デパー
トと日本企業の契約を取り付けたり、富裕な英国人宝
石商からコゲつき代金を回収したり、次々と猛者たち
に勝っていきました。
　しかも近藤氏は、そんな猛者たちをうまくやり込め
るだけでなく、彼らと良好な人間関係を築き、「Tota
は私にとって大切な人だ！」と敬愛まで受けたのです。
　なぜ、そんなことが可能だったと思いますか？
　それは近藤氏が、ある１つの真実を知っていたから
です。そしてそれこそが今の日本人に足りない力なの
です。

 
100 万人を調査！

　今から数十年前、カーネギー財団 R&D（研究開発
部）が、労使関係に悩んだ米国企業に頼まれて、約
100 万人の人間の統計を取り、「人間の本性」を明ら
かにしました。
　調査対象の中には、クレオパトラから J.F. ケネディ、
マリリン・モンロー、または芸能人ではエルヴィス・
プレスリーに至るまで歴史的に著名な人物、悪党も含
まれ、また西洋だけでなく東洋も対象としたものでし
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た（詳しくは第３章をご覧下さい）。
　もちろん中には日本人も含まれており、天照大神よ
り始まり歴代の天皇、東条英機などの業績、性格に至
るまで詳細なチェックを行ったのですから、まさに世
界共通の人間の真理と言えます。

　その結果わかった、人類がどんなに進化を遂げても
変わらない、我々人間の性格、あるいは「本性」とは
一体何だと思いますか？

　その「本性」とは、一言で言うと、
　「自己中心主義」
　ということです。
　人は誰もが、
　・自分の話を聞いてもらいたい
　・常に自分のことを考えている
　・他人の言うことに耳を貸さない
　・自分の観点からのみ物事を判断する
　という性質を必ず持ち合わせているものなのです。

　近藤氏は、この「自己中心主義」という人間の「本
性」を深く理解し、それを逆手にとることで、世界各
国どこへ行っても、誰とでも、対等に話し、敬愛され
たのです。
　「本性」を踏まえて人に接するということは、私たち
日本人がとりわけ不得意とするところで、そのために
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海外諸国の人たちから軽んじられてしまうことが多い
のです。そこに気づいた近藤氏は、訓練に訓練を重ね
て、欧米人に負けない「本性」を身につけることに成
功しました。

　つまり、日本人である私たちが、どこでも誰にで
も通用するコミュニケーション力を身につけるには、

「人間の本性」に基づいた人間関係のルールを理解す
ることが不可欠なのです！

 すべてはコミュニケーションで
　　解決する！
　私は、プレゼン・交渉・セールスなどコミュニケー
ションスキルの専門家として、年間 300 回以上セミ
ナーを行っています。
　・言いたいことが伝わらない
　・営業が取れない、交渉が苦手だ
　・会社や取引先の人間関係で悩んでいる
　・初対面や雑談で、いつも話題に困る
　・上司や大切な人に、評価してもらえない
　など、コミュニケーションに悩む人は本当にたくさ
んいます。むしろ、悩まない人はいないというくらい
です。
　私のベストセラーシリーズ『「できる人」の話し方
＆コミュニケーション術』でも書いているとおり、
　「すべては、『話し方』と『コミュニケーション』で
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解決できる」
　というほど、コミュニケーションは大切です。あな
たの評価を決めるすべて、と言っても過言ではありま
せん。

　この本では、生活のフィールドが広がっているこの
時代、今あなたに真に必要とされている、どんな状況
でも、誰とでも、対等に話せる “ 世界標準のコミュニ
ケーション術 ” をお教えします。

 
この本で学べること

　第１章は、近藤氏が、“ 世界標準のコミュニケー
ション術 ” を身につけるまでの話です。
　近藤氏の人生は、会社設立→倒産→再浮上と波乱万
丈の人生でした。しかし、一度どん底に落ちたにもか
かわらず、再び浮上できたのは、まぎれもなく、“ 世
界標準のコミュニケーション術 ” を身につけていたか
らです。
　テクニックをすぐに知りたいという方は、第２章から
読んでいただいても構いませんが、この章を読むことで、
よりこの本の理解が深まることと思います。

　第２章は、“ 世界標準のコミュニケーション術 ” の
基本です。
　貿易会社を経営していたとき近藤氏のあだ名は “ リ
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トルヒットラー ”。傲
ごう

慢
まん

な態度を皮肉って社員がそう呼
んでいたのです。倒産を経験し反省した近藤氏が、米
国精神界のリーダーの１人ピール博士の下で学んだ、
コミュニケーションの基礎をお伝えします。

　第３章では、全人数共通の “人間の本質 ” がわかり
ます。これがわかれば、周りの人に限らず自分のこと
までも、深く理解することが出来ます。

　第４章では、近藤氏が国際トラブルシューターとし
て勝利を繰り返すうちに体得した世界中で通用する人
間関係 10 のルールをご紹介します。
　このルールを、家族、職場、海外出張先などで日々、
真剣に実行すれば、必ず人間関係が良くなり、そうす
れば当然、仕事もうまくいき、お金も儲かります。人
生のすべてが好転します！

　第５章は、日本人だけが知らない外国人とコミュニ
ケーションを取るときの弱点です。この章を読んでお
けば、あなたは海外に行っても、陰で笑われて恥をか
いたり、知らぬうちに相手を不愉快にさせることはな
くなります。

　第６章は、誰にでも伝わる “ 世界標準のスピーチ
術 ” です。１対１はもちろんプレゼンやスピーチで、
誰からも一目置かれる話す力を身につけられます。
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　第７章は、外国人に論理的に勝つ方程式です。反論
の基本パターンや、理屈っぽい人を説得する方法など
です。もちろんこれは、日本人との会話にも大いに使
えます。

　さらに、番外編として、外国人の罠に掛からずビジ
ネスを成功させる方法を、実際のストーリーと共にお
伝えしています。
　外国人は「罠」なんて日常茶飯事！　引っ掛かるほ
うが悪いと思っています。しかし真面目な日本人はそ
んな真実は知りません。これから海外でご活躍されるビ
ジネスマンは絶対に読んで下さい。海外でのビジネスに
関係のない方も、推理小説のように楽しく読めます。

　前にもお伝えしたとおり、私たち人間の「本性」は
昔から今まで、そしてこれからも不変です。
　ですから、この本に出てくる事例やルール、方程式
はフレッシュなもので、骨とう品ではありません。
　現在、将来共に真理としてお使いいただき、あなたの
人生を少しでも変えられたら、私も、そして著者である
近藤藤太氏も、こんなにうれしいことはありません。
　それではさっそく、本章に進んで下さい。
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